















山 口 克 彦
希土類鉄ガーネッ トはフ ァラデー回転の大きな フェ リ磁性体であるが､ 希土類に
Biを置換 していくと､ さらにファラデー回転が増大する｡ これはBiの 6p軌道が
酸素の 2p軌道 と混成 して､ Biの大きなスピン軌道相互作用が酸素に影響を与える
ため といわれている｡ しか し､ 鉄ガーネッ ト中のB iの 6p軌道が どのような電子状
態になっているのか という実巌データはあまり得 られていない｡ Biイオンの 5d軌
道は内殻にあるため､｢自由イオンのときの状態 とあまり変わらない｡ よって､ 5d軌
道か ら6p軌道への遷移を観測できれば6_p軌道についての情報が得られることが期
待される｡
今回､ シンクロ トロン放射光を用いて美空紫外域での鉄ガーネッ トの反射率スペ ク
トルを測定 した｡ 測定に用いた試料は Y3Fe5012､ Y2.5Bi8.5Fe5012､
および GdI.gBi).lFe5012である｡ さらに､ 反射率スペク トルの小さな構造 を
確定するために磁場変調スペク トルを測定 した｡ これより､ Bi置換型鉄ガー ネッ ト
において 29.2eVに 1% 程の目立ったピー クを持つスペク トルがあ り､ その周辺 に
0.1% 程度のスペク トルがいくつかあることがわかった｡ Gdl.9Bil.lFe5012
におけるこれ らのスペク トルの位置を次に示す｡
25.5eV 27.6eV 28.2eV 29.2eV 29.9eV 30.7eV 33.5eV
このうちの 33.5eVを除 くスペク トルはBiイオンの-5dか ら6pへの内殻遷移 によ
るものである｡
これ らの遷移の構造を解析 した. その結果､ Bi3◆の自由イオンの遷移 とよく似 て
いることがわかった｡ これからB iの 6p軌道の状態を求めることができる.
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